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②地域の思いを形に～市内２５すべての地域で地域別計画が完成しました～
⑤第４回小田原映画祭シネマトピア２０１０／⑥１０月１日、国勢調査を実施します！／⑦９月９日は救急の日／⑧９月はがん征圧月
間です！／⑩おだわら情報／⑫〈連載〉尊徳道歌のこころ／「情報公開制度」と「個人情報保護制度」の平成２１年度運用状況
／⑬〈連載〉市民力／今月の笑顔／⑭ふるさと食の祭典～小田原でおいしいものみつけた～／⑯〈連載〉あの日 あのとき 小田原

（○数字はページ番号です）
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●
始
ま
り
は
苦
労
の
連
続

　
「
忙
し
い
よ
！
」「
こ
れ
以
上
、
仕
事
を
増
や
さ
な

い
で
よ
！
」

自
治
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
（
子
ど
も
会
、
老
人
ク

ラ
ブ
、
消
防
団
な
ど
）
の
皆
さ
ん
は
、
毎
日
忙
し
く

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
い
う
状
況
の
中
で
、
地
域
別
計
画

づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

●
新
し
い
人
材
発
掘

　

地
域
別
計
画
づ
く
り
の
た
め
に
、
新
た
に
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
た
地
域
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
検

討
に
参
加
す
る
か
た
の
輪
を
広
げ
、
掘
り
下
げ
た
議

論
を
行
う
た
め
、
説
明
会
を
数
回
開
催
し
た
地
域
も

あ
り
ま
し
た
。

　

今
ま
で
、
地
域
活
動
に
参
加
し
た
こ
と
が
な
い
、

〝
地
域
に
眠
っ
て
い
る
力
〞
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域

活
動
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
は
今
後
の
課
題
で
あ

り
重
要
な
こ
と
で
す
。
こ
う
し
た
環
境
が
育
っ
て
い

け
ば
、
地
域
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

●
地
域
別
計
画
づ
く
り
本
格
始
動

　

こ
れ
か
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
策
を
自
ら
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
説
明
し
、地
域
別
計
画
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

平成２０年度から検討が進めら
れていた地域別計画が、市内
２５の自治会連合会の区域を
単位として、自治会をはじめ地
域を支える皆さんの参加により
完成しました。
２５の地域には２５通りの顔があ
り、それぞれ地域の特徴が丁
寧に織り込まれています。皆さ
んの思いが込められた地域別
計画をご覧ください。
Y企画政策課　☎３３-１２５４

　

地
域
別
計
画
づ
く
り
に
は
25
地
域
で
７
５
８
人
の
か
た

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
道
の
り
を
お
伝
え
し
ま
す
。

地
域
別
計
画
づ
く
り
の
プ
ロ
セ
ス

〜
新
し
い
挑
戦
〜

市内２５すべての地域で
地域別計画が完成しました

地域の

CLOSE UP

地域の

を形に
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地
域
別
計
画
は
『
地
域
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
・

め
ざ
す
姿
（
将
来
像
）』『
地
域
の
今
（
現
況
）』『
地
域

の
誇
り（
特
色
）』『
地
域
の
困
っ
た
こ
と（
課
題
）』『
は

じ
め
の
一
歩
（
住
民
自
ら
取
り
組
む
こ
と
）』
で
構
成

さ
れ
、
地
域
住
民
の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
住
民
主
導

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
各
地
域
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
紹

介
し
ま
す
。

25
の
地
域
別
計
画

　

具
体
的
な
議
論
に
入
る
と
、
子
ど
も
や
高
齢
者
の

問
題
、
ご
み
や
道
路
な
ど
の
生
活
環
境
の
問
題
、
地
域

行
事
の
継
続
や
担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
多
方
面
に

わ
た
る
課
題
の
解
決
策
が
真
剣
に
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

●
深
ま
っ
た
絆

　
〝
地
域
の
誇
り
〞
を
議
論
す
る
場
面
で
は
、
古
き

よ
き
時
代
を
な
つ
か
し
む
声
も
あ
が
り
、
話
に
花
が

咲
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
課
題
を
共
有
す
る
た
め
今
後
も

定
期
的
に
会
合
を
し
よ
う
！
」「
課

題
解
決
の
た
め
具
体
的
に
活
動

し
よ
う
！
」「
参
加
し
て
よ
か
っ

た
！
」と
、意
見
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

あ
る
地
域
で
は
、
昨
年
ま
で
子

ど
も
会
や
自
治
会
が
そ
れ
ぞ
れ
開

催
し
て
い
た
夏
祭
り
を
共
同
で
開

催
し
、
今
ま
で
以
上
に
賑
や
か
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
取
り
組
み
は
、
地
域
別
計

画
づ
く
り
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
の

新
た
な
連
携
の
一
例
で
す
。

●
市
内
全
地
域
で
地
域
別
計
画
が
完
成

　

地
域
別
計
画
づ
く
り
は
、
初
め
て
の
取
り
組
み
で
、

先
の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
を
手
探
り
で
進
ん
で
い
く

よ
う
な
も
の
。
地
域
は
も
ち
ろ
ん
、
市
職
員
に
も
と

ま
ど
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
皆
さ
ん
の
地
域
へ
の
愛
着
に
よ
り
す
べ

て
の
地
域
で
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
る
地
域
で
は
「
せ
っ
か
く
作
っ
た
計
画
を
〝
絵

に
描か

い
た
餅も

ち

〞
に
し
て
は
い
け
な
い
」「
自
分
た
ち
の

計
画
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
な
け
れ
ば
」
と
、
力

強
い
意
見
も
あ
が
り
ま
し
た
。

【山王網一色】 潮
しお

騒
さい

の香る地域づくり

【下府中】　小田原の中核として発展し、
　　　　　みんな仲良く生き生きと暮らせる町、下府中

【前羽（橘南）】 海と山に囲まれ、昔の風情が残る住みよいまち　前羽

【曽我】緑と歴史遺産を誇り、富士を仰ぐ長寿の里“曽我”

【酒匂・小八幡】　住んでいることに誇りがもて　住みたくなるまち、酒匂・小八幡

【橘北】歴史溢
あふ

れる長寿の里　たちばな北

【下曽我】　梅かほる歴史の郷　下曽我

【上府中】　上府中　みんなで起こそう　地域の和

【豊川】友愛のまち　豊川　～相
あい

倚
よ

り相
あい

扶
たす

け～

【桜井】尊徳の教えが生きているまち

【国府津】　人と海と山の織りなす
　　　　　小田原の東玄関　国府津

【東富水】　青い空　水と花と　みんながあつまるまち　東富水

【足柄】住んでみたい　住んでよかった　足柄
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※地域別計画は、市ホームページ、
　市役所企画政策課でご覧いただけます。

地
域
別
計
画
で
は
、
史
跡
や
神
社
な
ど
の
シ
ン
ボ

ル
的
な
も
の
、
祭
り
や
行
事
、
海
岸
や
河
川
な

ど
の
自
然
環
境
と
い
っ
た
地
域
ご
と
の
特
色
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
治
会
や
子
ど
も
会
の
加
入
率
低
下
、
地
域

活
動
の
担
い
手
不
足
、
防
災
訓
練
の
参
加
者
の
減
少
、

ご
み
出
し
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
住
民
へ
の
対
応
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
が
主
体
的
に
取
り
組

む
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
、

防
災
、
防
犯
、
環
境
美
化
な
ど

生
活
に
密
着
し
た
活
動
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
今
、
地
域
が
地
域
の
た

め
に
行
う
活
動
を
支
援
す
る
仕
組
み
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
自
分
の
住
む

地
域
に
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
地
域
で
の
活
動

に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■地域課題の解決に向けて動き出しています
皆さんの住む地域で、福祉・教育・環境といった課題を解
決していくための、地域と協働によるモデル事業が動き出
しています。
●地域コミュニティ推進事業（地域政策課）
　富水地区　「高齢者お茶会」「健康ウォーキング」
●ケアタウン構想（福祉政策課・高齢介護課）
　東富水地区　地域包括ケア推進事業
●スクールコミュニティ事業（生涯学習政策課・青少年課）
　早川地区　子ども活動情報発信支援事業
　久野地区　地域の見守り拠点づくり事業
●生ごみ堆肥化事業（環境政策課）
　報徳小学校区　生（いき）ごみ小田原プロジェクト
●まちづくりオーラルヒストリー調査（教育総務課）
　片浦地区　まちづくり的な視点からの生活像の提案

…これらの事業の成果については、
　随時、広報でお知らせしていきます。

【久野】　子育てにやさしい久野

【大窪】　歴史と文化遺産が薫り、
　　　　自然と環境に恵まれたまち　大窪

【早川】　自然（海・山・川）の恵みを大切に！！
　　　　笑顔で広げる人の 　はやかわ

【片浦】　海と山・四季の香り漂う　片浦

【二川】伝統が息づき、交流と活力のあるまち　二川

【富水】水と緑　みんながふれあうまち　富水

【芦子】　人と伝統と発展が融和するまち　芦子

【十字】　歴史と文化のいぶきの中で　みんなで創ろう豊かなまちを

【幸】　いつまでもこれからも住み続けたい、
　　　だれもが安心して暮らせる自然と歴史文化が調和したまち

【新玉】　深めよう！！　安心、安全、地域のふれあい
　　　　みんなでつくろう誇りのもてるまちづくり

【万年】 旧
ふる

き良き伝統のまち　萬年

【緑】　小田原の“かお”歴史と文化のまち“緑”

※地域別計画は、市ホームページ、
　市役所企画政策課でご覧いただけます。
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期間：９月２５日（土）～１０月３日（日）
場所：小田原城銅門、コロナシネマワールド、

ダイナシティ ほか

　“映画”は一つのスクリーンを大勢の人で見つめ、全
く知らない人たちと、笑ったり、泣いたり、怒ったり、
時には考えさせられたり、いろいろな感情を共にできる
すてきなものです。
　昨年の春、『しゃったぁず・４』を撮りました。舞台は
シャッター街化の進む地方の寂れた商店街。子どもの
ころ、初めてお使いにいった肉屋も、魚の名前を覚え
た魚屋も、親にプレゼントを買ってもらったおもちゃ屋も、
今はもうありません。固く閉ざされたシャッターの向こう
に、たくさんの人の思い出があります。少しでも商店街
を元気づけたい、そんな気持ちで撮った映画です。
　この映画を通して、自分の生まれ育った場所や商店
街のことを思い出して、考えてみるきっかけになればい
いなと思っています。

畑中大輔監督
劇場用長編デビュー作を
引
ひ

っ提
さ

げて小田原に凱
がい

旋
せん

！

Y実行委員会　☎０９０－７２１４－６４０１　　※詳細はホームページをご覧ください。http://www.odawara-cinema.com/

無尽蔵
プロジェクト

～市民の手でつくる映画祭が今年も開催～市民の手でつくる映画祭が今年も開催～市民の手でつくる映画祭が今年も開催～市民の手でつくる映画祭が今年も開催！！～

皆さんは、かつて小田原が１１館もの映画館がある皆さんは、かつて小田原が１１館もの映画館がある
「映画のまち」だったことをご存知ですか？「映画のまち」だったことをご存知ですか？「映画のまち」だったことをご存知ですか？「映画のまち」だったことをご存知ですか？
そして、小田原が舞台になった映画がそして、小田原が舞台になった映画が
数多く生み出されています。数多く生み出されています。
昨年、新しい小田原スタイルを目指して始まった昨年、新しい小田原スタイルを目指して始まった
無尽蔵プロジェクトの一つにも、無尽蔵プロジェクトの一つにも、無尽蔵プロジェクトの一つにも、無尽蔵プロジェクトの一つにも、無尽蔵プロジェクトの一つにも、
『シネマとライブのまち』が掲げられています。『シネマとライブのまち』が掲げられています。『シネマとライブのまち』が掲げられています。
小田原独自の映像文化を後世に残し、小田原独自の映像文化を後世に残し、
育てようとする市民の力で今年もまちが輝きます。

１０月３日（日）は
小田原城ミュージックストリート！！
１００組を超
えるミュージ
シャンが、あ
らゆるジャン
ルの音楽を小
田原駅から小
田原城周辺の
ストリートでライブ演奏します。小田原のまち
が音楽に包まれる、県内最大級の野外音楽イ
ベントをあなたも体験しませんか。

～市民の手でつくる映画祭が今年も開催～市民の手でつくる映画祭が今年も開催～市民の手でつくる映画祭が今年も開催！
シネマトピア２０１０シネマトピア２０１０

❶オープニングイベント  小田原城銅
あかがね

門野外上映会
９月２５日（土）午後５時３０分～
○畑中大輔監督作品「しゃったぁず・４」の上映
○公募による象の「ウメ子」の映像集の上映
申込：代表者の住所、氏名、電話番号、同伴者

（１人まで）の氏名を記入のうえ、往復
はがきでご応募ください。

定員：２００人・先着順
あて先：２５０-０８１５　小田原市小八幡４-６-１４

小田原城銅門上映会係
❷ミニミニムービーコンテスト
入選作品をインターネット配信と映画祭で上映
投票によって各賞を決定
入選作品は９月１日より１か月間配信
❸名作・話題作の上映
「Ｅ.ＹＡＺＡＷＡ　ＲＯＣＫ」「アダン」「幕末太陽
伝」「雁の寺」「独立愚連隊」「肉弾」「アニマル・
キングダム」　ほか

シネマトピア２０１０シネマトピア２０１０

第２回　ショートフィルムコンテスト・
ミニミニムービー部門銀賞受賞

第３回グランプリ受賞　小林でび監督　新作「アニマル・キングダム」を城址公園で撮影



6

あ
な
た
の
調
査
票
か
ら

日
本
の
未
来
が

見
え
て
き
ま
す

５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
日
本
が
人
口
減
少
社
会
と
な
っ

て
実
施
す
る
最
初
の
調
査
で
あ
り
、
日
本
の
未
来
を
考

え
る
た
め
に
必
要
な
最
新
の
人
口
・
世
帯
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
重
要
な
調
査
で
す
。

調
査
票
に
、
あ
な
た
の
今
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

Y
総
務
課　

☎
33
１
２
９
５

調
査
員
が
う
か
が
い
ま
す

　

調
査
の
対
象
は
、
今
年
の
10
月
１
日
現
在
、

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
か
た
で

す
。
外
国
人
の
か
た
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

調
査
の
内
容
は
、男
女
の
別
、出
生
の
年
月
、

就
業
状
況
、
通
勤
・
通
学
地
、
住
居
の
種
類

な
ど
の
20
項
目
で
す
。

　

調
査
票
は
、
９
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
各

世
帯
を
訪
問
し
て
配
布
し
ま
す
。

調
査
票
の
提
出
方
法
が
変
わ
り
ま
す

❶
封
を
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い

　

個
人
情
報
保
護
意
識
の
高
ま
り
に
対
応

し
、
調
査
票
を
封
筒
に
入
れ
、
封
を
し
て

提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

回
収
し
た
調
査
員
は
、
開
封
せ
ず
、
封
を

し
た
ま
ま
市
へ
提
出
し
ま
す
。

❷
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　

単
身
世
帯
や
共
働
き
世
帯
の
増
加
な
ど
、

昼
間
不
在
の
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、

調
査
票
は
、
郵
送
で
も
提
出
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
封
を
し
て
調
査
員
に
渡

す
か
、
市
に
郵
送
す
る
か
、
希
望
す
る
方

法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
？

　

国
勢
調
査
に
従
事
す
る
者
に
は
、
法
律
で

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お
り
、
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
を
、
統
計
の
作
成
以
外
に

使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
提
出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
厳
重
に

管
理
し
、
集
計
後
は
完
全
に
溶
か
し
て
再
生

紙
に
し
ま
す
。

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
ま
す

　

調
査
の
結
果
は
、
児
童
福
祉
、
高
齢
者
の

介
護
・
医
療
、
雇
用
対
策
、
地
域
の
活
性
化

な
ど
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区
町
村
が
行
う

【こちらもご覧ください】

トップページ中央の「分野別か
ら探す」の「市勢情報／総合計
画」内の「統計」をクリック

■総務省統計局ホームページ
http://www.stat.go.jp/data/

　kokusei/2010/index.htm
　キャンペーンサイトも公開中

施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、

学
術
研
究
、
小
・
中
学
校
な
ど
の
教
育
用
資

料
、
企
業
の
需
要
予
測
な
ど
幅
広
い
分
野
で

利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ

ま
す
。

国
勢
調
査
を
装
っ
た

「
か
た
り
調
査
」
に
ご
注
意
を

　

調
査
員
は
、「
国
勢
調
査
員
証
」
と
腕
章

を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
調
査
員
に
調
査
票

を
提
出
す
る
際
は
、
調
査
員
証
な
ど
で
、
調

査
員
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
不
審
に
思
わ
れ
た
場
合
は
、
市

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
１
日
、国
勢
調
査
を
実
施
し
ま
す
！

市
外
の
勤
務
地
の
ト
ッ
プ
は

南
足
柄
市

　

本
市
に
住
む
15
歳
以
上
の
就
業
者

の
う
ち
、
市
外
に
通
勤
し
て
い
る
人

の
勤
務
地
を
市
区
町
村
別
に
み
る
と
、

最
も
多
い
の
は
南
足
柄
市
。
次
い
で

箱
根
町
、
横
浜
市
、
平
塚
市
、
秦
野

市
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

なるほど
国勢調査国勢調査ホームページ

【勤務地別就業者数】

勤務地 就業者数
（人）

割合
（％）

南 足 柄 市 ３,９３９ ３.９
箱 根 町 ３,５４３ ３.６
横 浜 市 ３,２０７ ３.２
平 塚 市 ３,１６５ ３.２
秦 野 市 １,８９７ １.９
その他市外 １８,５２１ １８.６
小田原市内 ６５,４９４ ６５.６
総数 ９９,７６６ １００.０

前回平成17年
国勢調査の結果から国勢調査の結果から
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※
Ｐ
Ａ
連
携
…
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車（P

um
per

）と

救
急
車（A

m
bulance

）が
救
急
現
場
に
同
時
に

出
動
し
、
連
携
し
て
救
急
活
動
を
行
う
も
の
で
、

両
方
の
頭
文
字
か
ら「
Ｐ
Ａ
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

患
者
等
搬
送
事
業
者
の
認
定
事
業
が

８
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

現
在
、
タ
ク
シ
ー
や
訪
問
介
護
事
業
者
が
、

車
椅
子
や
寝
台
車
な
ど
を
備
え
た
「
福
祉
タ

ク
シ
ー
」
で
傷
病
者
を
病
院
へ
搬
送
す
る
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
民
間
事
業
者
に
よ
る
移
送

サ
ー
ビ
ス
は
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

こ
と
が
困
難
で
、
救
急
車
を
必
要
と
す
る
ほ

ど
緊
急
性
が
な
い
傷
病
者
の
病
院
へ
の
通
院

や
介
護
施
設
へ
通
所
す
る
手
段
と
し
て
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス

を
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
よ
り
安
心
・
安
全
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
一
定
要
件
を

満
た
し
た
民
間
搬
送
事
業
者
を
「
患
者
等
搬

送
事
業
者
」
と
し
て
認
定
す
る
事
業
を
開
始

し
ま
し
た
。

【
認
定
対
象
と
な
る
事
業
者
】

❶
タ
ク
シ
ー
、
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
者
（
福
祉
輸

送
事
業
限
定
を
含
む
）

❷
貸
切
バ
ス
事
業
者

❸
通
勤
・
通
学
な
ど
、
特
定
の
需
要
に
対
応

す
る
事
業
者

❹
自
家
用
車
を
使
用
し
て
、
会
員
登
録
し
た

患
者
な
ど
を
輸
送
す
る
事
業
者

救
急
車
と
消
防
車
が
出
動
！

〜
Ｐピ

ー

Ａエ
ー

連
携
※
の
取
り
組
み
〜

　

消
防
本
部
で
は
、
傷
病
者
へ
の
適
切
な
救

急
処
置
と
医
療
機
関
へ
の
迅
速
な
搬
送
の
た

め
に
、
救
急

隊
だ
け
で
は

対
応
が
困
難

な
事
態
に
備

え
、
１
１
９

番
通
報
時
、
ま
た
は
救
急
隊
が
、
消
防
隊
の

応
援
が
必
要
で
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
出
動
さ
せ
、
救
急
活
動

を
行
う
取
り
組
み
を
、
こ
の
３
月
か
ら
強
化

し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
同
時
に
出
動
す
る
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
に
は
、
心
肺
蘇そ

生
の
た
め
の
資
機
材
を

積
載
し
、
救
急
隊
員
の
資
格
を
持
つ
隊
員
が

乗
車
し
て
い
ま
す
。

９月９日は
救急の日

Y警防課　☎４９-４４４０

救急フェア２０１０開催

≪サイレンの音について≫
消防車が緊急に出動するときのサイレン
音を「火災出動」のとき、「ＰＡ連携を含
む火災以外」のときに区別しています。
【火災のとき】
ウー  カンカンカンウー  カンカンカン
（サイレン音と警鐘の併用）（サイレン音と警鐘の併用）

【火災以外のとき】
ウーウー
（サイレン音のみ）

　

消
防
本
部
と
市
立
病
院
で
は
、

救
急
医
療
週
間
（
９
月
５
日
〜
11

日
）
に
合
わ
せ
て
、「
救
急
フ
ェ

ア
２
０
１
０
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
救
急
医
療
や
救
急

業
務
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月
12
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所　

ダ
イ
ナ
シ
テ
ィ
ウ
エ
ス
ト

　
　
　

キ
ャ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

内
容

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
た
応
急
手
当
体

験
、
救
急
車
・
救
命
用
資
機
材
の

展
示
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
救
急
隊
に

よ
る
応
急
手
当
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
医
師
の
講
話
な
ど
）、

救
急
隊
活
動
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
上
映
な
ど

豆　知　識

認定マーク
（搬送用自動車に表示されます）
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健
康
的
な
生
活
習
慣
で
が
ん
を
予
防
し
、
定
期
的
に
検
診
を
受
け
、
早
期
発

見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
ま
ず
は
医
師

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
自
分
に
合
っ
た
が
ん
治
療
が
見
つ
か
る
は
ず
で
す
。

Y
健
康
づ
く
り
課　

☎
47
０
８
２
０

あ
な
た
自
身
と

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め
に

年
に
一
度
検
診
（
健
診
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
死
亡
原
因
の
第
１
位
。
男
性
の
２

人
に
１
人
、
女
性
の
３
人
に
１
人
が
一
度
は

が
ん
征
圧
月
間

テ
ー
マ　
「
住
み
な
れ
た
地
域
で
が
ん

と
と
も
に
自
分
ら
し
く
」

が
ん
と
と
も
に
自
分
ら
し
く
過
ご
し
て

い
く
場
所
や
方
法
に
つ
い
て
、
講
演
や

討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。

こ
の
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
、
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

参
加
者
か
ら
の
質
問
に
も
お
答
え
し

ま
す
。

日
時

10
月
９
日（
土
）

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
小
田
原
市
酒
匂
２̶

32̶

16
）

定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

費
用　

無
料

申
込　

９
月
24
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、

住
所
・
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
と
、
質
問
が
あ
れ
ば

記
入
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
。

〒
２
５
０̶

８
５
５
８

小
田
原
市
久
野
46

市
立
病
院
医
事
課

5
35
０
８
０
０

主
催　

市
立
病
院

ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
病
院

がんを防ぐための１２か条

❶バランスの取れた栄養をとる～彩り豊か
な食卓にして～

❷毎日、変化のある食生活を～ワンパター
ンではありませんか～

❸食べすぎをさけ、脂肪は控えめに～おい
しい物も適量に～

❹お酒はほどほどに～健康的に楽しみましょう～

❺タバコはすわない

❻食べ物から適量のビタミンと繊維質の物
を多くとる～緑黄色野菜をたっぷりと～

❼塩辛いものは少なめに、あまり熱い物は
さましてから～胃や食道をいたわって～

❽こげた部分はさける～突然変異を引きお
こします～

❾かびの生えたものに注意～食べる前に
チェックして～

日光に当たり過ぎない～太陽はいたずら
ものです～

適度にスポーツをする～いい汗、流しましょう～

身体を清潔に
資料：国立がんセンター

が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
の
死
亡
原
因
の
１
位
も
が
ん
と
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
も
が
ん
死
亡
率
は
県
平
均

に
比
べ
て
高
い
状
況
で
す
。

　

誰
も
が
、
が
ん
に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

健
康
的
な
生
活
習
慣
と
検
診
※
で
が
ん
の

予
防
と
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

※
市
で
は
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

も
し
、
が
ん
に
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
ら
…

地
域
で
支
え
る
体
制
を
考
え
て
い
ま
す

　

中
井
町
に
あ
る
緩
和
ケ
ア
専
門
施
設

「
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス
病
院
」の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

県
西
地
域
で
の
連
携
強
化
を
図
る
べ
く
、
平

成
21
年
10
月
か
ら
「
神
奈
川
県
西
地
域
緩
和

ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
ピ
ー
ス
ハ
ウ
ス

病
院
、
東
海
大
学
病
院
、
市
立
病
院
の
３
病

院
が
集
ま
り
、
地
域
全
体
に
緩
和
ケ
ア
を
広

げ
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か

を
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。

募集募集

緩
和
ケ
ア

市
民
公
開
講
座

参
加
者

で
す
！

マンモグラフィが搭載されている乳がん検診車

９
月
は

Y
医
事
課　

☎
34
３
１
７
５
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～至誠・市政～

　８月上旬、２０年に及ぶ青少年交
流事業を通じて友好関係をはぐくんで
きた、オーストラリアのマンリー市を訪
問しました。記念祝賀会などへ出席す
るとともに、長年の友情と協力への感
謝を、ジーン・ヘイ市長をはじめとする
現地の関係者に直接伝えるためです。
　事前に得ていた情報で、マンリー市
が、見事な砂浜や豊かな緑地を擁する、美しいリゾートタ
ウンであることは聞いていましたが、実際に訪れてみて、そ
の美しさに目を見張りました。ゴミひとつ落ちていない、白
砂のビーチ。そのビーチに沿って、巨大な街路樹が連なる、
幅３０ｍはあろうかという歩道。朝からピカピカになってい
る、商店街のメインストリート。住宅街の中に広大に広がる、
芝生と巨樹の緑地公園。至るところにある木陰…。
　公務スケジュールの合間を縫って、朝早くから街を歩き
観察してみましたが、やはり街をあげての美化の努力が
着々となされていました。砂浜をなめるように清掃する特
殊なトラクターが朝５時前から稼動、野球のグランドをトン
ボがけしたごとくに仕上げます。商店街には、散水しなが
ら回転ブラシで磨く機能をもった小型清掃車が数台、街
路を隅々まで清めています。ビーチ沿いの歩道スペース
には、木製でデザインのよい大きめのゴミ箱が等間隔に設
置され、市職員らしきスタッフがたびたび回収に来ていました。
　現地は冬、観光客もゴミも少ないシーズンなのでしょうが、
おそらくこの「美しいまち」の姿が、マンリーに暮らす人々
にとって、当たり前になっていると想像できます。したがって、
「ゴミを捨てる」という行為自体の生まれる余地が、極め
て少ないと思われます。「美しいまち」を創

つく

ってきたさまざま
な取り組みと工夫が、市の徹底した環境行政だけでなく、
市民の暮らしのあり方として浸透している姿に、大いに学ぶ
ところがあると感じました。
　帰国したその日の夕方、小田原の夏の風物詩である酒
匂川花火大会がありました。絶好のコンディションに恵まれ、
１５万人近い人が花火を楽しんだようですが、この手のイ
ベントには、その後のゴミが付きもの。翌朝のようすを心配
していたのですが、早朝から、複数の環境ボランティア団
体など少なからぬ市民の皆さ
んが、自主的にゴミを拾い集め
てくださったとの報告が入りました。
本当にありがたいことです。元
来日本人は、自分の家の前と
その周りを常に掃き清め、水を
打ち、花や緑を育て、公共の
空間をお互いさまの心で清浄に
保ってきました。観光客のため、
という以前に、私たちの暮らしと
して、「美しいまち」を保ち、創
り出していきたいものです。

「美しいまち」
文　加藤憲一

交流２０周年記念ケーキ入刀

緩和ケアって何？

師
・
看
護
師
・
薬
剤
師
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
専
門
家
が
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。「
緩
和
ケ
ア
は
終

末
期
治
療
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人
で
苦
し

ま
な
い
で
、
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
か
ら
、

私
た
ち
に
相
談
を
！
」
と
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん

は
口
を
そ
ろ
え
ま
す
。

　

平
成
17
年
９
月
に
チ
ー
ム
を
結
成
。
当
初

は
主
に
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
て
の
緩
和
ケ

ア
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
外
来
の
患
者
さ
ん
や
訪
問
看
護
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
相
談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
「
在
宅
で
も
不
安
な
く
過
ご
せ
る
よ
う
に

患
者
さ
ん
・
ご
家
族
か
ら
の
電
話
相
談
に
も

対
応
し
て
い
ま
す
」
と
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看

護
師
の
松
岡
さ
ん
。

　

薬
剤
師
の
柏
木
さ
ん
は
「
痛
み
な
ど
の
症

状
を
和
ら
げ
る
薬
剤
や
治
療
は
日
々
発
展
し

て
い
ま
す
。
薬
を
正
し
く
服
用
す
る
こ
と
が

症
状
の
安
定
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
顔

を
見
せ
、
患
者
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
使

用
薬
剤
の
必
要
性
や
特
徴
を
理
解
し
て
も
ら

え
る
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
」

　

週
１
回
の
検
討
会
で
は
、
患
者
さ
ん
の
症

状
や
家
族
が
悩
ん
で
い
な
い
か
情
報
共
有
し
、

方
針
を
立
て
て
い
ま
す
。

　
「
緩
和
ケ
ア
を
上
手
に
利
用
し
て
も
ら
い
、

患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
が
求
め
る
〝
大
切
に
し

た
い
こ
と
〞
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
お
手
伝
い

し
て
い
き
た
い
」チ
ー
ム
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

早い段階からの緩和ケア
一人で悩まないで自分に合ったがんの治療を
～市立病院緩和ケアチームの取り組み～

患者さんやその家族が直面する心身の“つ
らさ”の緩和、療養場所や医療費の相談など、
さまざまな問題に対し援助する医療のこと
です。

医

Y医事課　☎３４-３１７５
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続
報
!!
小
田
原
城
跡
を
守
り
伝
え
て
い
く
た
め
に

御ご

用よ
う

米ま
い

曲く
る

輪わ

の
整
備
に
着
手
し
ま
す

　

城
址
公
園
北
側
の「
城
内
臨
時
駐
車
場
」、

昭
和
57
年
ま
で
「
市
営
球
場
」
と
し
て
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
た
こ
の
場
所
は
、

御
用
米
曲
輪
と
い
い
、
江
戸
時
代
に
は
幕

府
の
城

じ
ょ
う

米ま
い

を
収
納
す
る
米こ

め

蔵ぐ
ら

や
瓦

か
わ
ら

蔵ぐ
ら

、
塩
、

あ
ら
め
（
海
藻
の
一
種
）
な
ど
を
保
管
す

る
蔵
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
57
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
に
お

い
て
も
、
米
蔵
の
基
礎
石
と
思
わ
れ
る
石

列
、
井
戸
跡
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら

跡
な
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
行
う
御
用
米
曲
輪
の

整
備
は
、
野
球
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

際
の
観
客
席
や
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
を
撤
去
し
、

土
塁
の
形
状
を
復
元
す
る
と
と
も
に
、
地

盤
全
体
を
整
備
し
、
米
蔵
の
平
面
的
な
表

示
を
行
う
予
定
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
22
年
度
中
に
駐
車
場

周
辺
部
の
発
掘
調
査
、
測
量
調
査
を
行
い
、

そ
の
成
果
を
反
映
し
た
実
施
設
計
を
策
定

す
る
予
定
で
す
。

　

こ
の
御
用
米
曲
輪
の
整
備
が
行
わ
れ
る

こ
と
で
、
小
田
原
城
の
魅
力
が
ま
す
ま
す

高
ま
り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
!!

Y
文
化
財
課　

☎
33
１
７
１
５

城
内
臨
時
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

城
内
臨
時
駐
車
場
・
駐
輪
場
の

閉
鎖
に
つ
い
て

閉
鎖
に
つ
い
て

　

御
用
米
曲
輪
の
整
備
に
伴
い
、
平
成

23
年
１
月
中
旬
よ
り
、
城
内
臨
時
駐
車

場
・
駐
輪
場
を
閉
鎖
し
ま
す
。

　

そ
の
後
、
３
月
末
日
ま
で
の
日
程
で
、

駐
車
場
の
進
入
路
や
舗
装
な
ど
の
撤
去

工
事
を
行
い
ま
す
。

　

閉
鎖
後
、
駐
車
場
は
、
栄
町
駐
車
場

や
東
口
臨
時
駐
車
場
、
民
間
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

駐
輪
場
は
、
有
料
の
小
田
原
駅
東
口

自
転
車
駐
車
場
（
☎
24
０
３
７
７
）
や

小
田
原
駅
西
口
自
転
車
駐
車
場
（
☎
32

３
５
３
５
）
な
ど
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Y
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、

　

都
市
政
策
課　

☎
33
１
２
６
７

　

駐
輪
場
に
つ
い
て
は
、

　

暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

９
月
21
日（
火
）
〜
30
日（
木
）

　

平
成
22
年
１
月
〜
７
月
ま
で
に
交
通
事

故
で
亡
く
な
っ
た
か
た
は
、
県
内
で
91
人

（
市
内
は
３
人
）
で
す
。

　

死
亡
事
故
の
発
生
状
況
を
見
る
と
、
65

歳
以
上
の
高
齢
者
が
41
人
と
事
故
全
体
の

45
％
を
占
め
、
そ
の
70
％
に
当
た
る
29
人

が
歩
行
中
に
事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

●
ド
ラ
イ
バ
ー
は
高
齢
者
を
守
る
や
さ
し

い
運
転
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
高
齢
者
は
慣
れ
た
道
も
交
通
ル
ー
ル

を
守
っ
て
安
全
な
歩
行
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

●
夜
間
の
外
出
は
ド
ラ
イ
バ
ー
に
発
見
さ

れ
や
す
い
明
る
い
服
や
、
反
射
材
の
つ

い
た
服
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

Y
暮
ら
し
安
全
課　

☎
33
１
３
９
６

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

「
安
全
は
心
と
時
間
の
ゆ
と
り
か
ら
」　

無
く
そ
う
高
齢
者
の
交
通
事
故

桜
井
地
区
で
は
、
桜
井
小
学
校
の

児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
、
１

０
０
人
を
超
え
る
地
域
住
民
が
参
加
し
、

児
童
の
登
下
校
時
間
に
地
域
内
を
11
地

区
に
分
け
て
、
週
１
回
の
ペ
ー
ス
で
見

守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

見
守
り
活
動
は
、
桜
井
小
学
校
の
児

童
と
保
護
者
が
一
緒
に
作
っ
た
通
学
路

危
険
マ
ッ
プ
を
基
に
各
地
区
の
危
険
箇

所
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
井
小
学
校
が
子
ど
も
を
守

る
会
の
事
務
局
と
な
り
、
各
地
区
へ
の

情
報
連
絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
と

地
域
の
人
が
顔
見
知
り
に
な
る
よ
う
に
、

小
学
校
か
ら
の
配
布
物
を
、
児
童
が
各

地
区
の
リ
ー
ダ
ー
に
届
け
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
の
子
ど
も
を
み
ん
な
で
守
る
」

と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
多
く
の
地
域

の
か
た
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
は
、
地
域
の
大
き
な
財
産
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
も
見
守
り
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

桜井子どもを守る会 代表

相川 文雄さん

御用米曲輪

史跡小田原城跡本丸・二の丸整備基本構想図
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飼
う
前
に
、
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

動
物
は
最
期
ま
で
世
話
を
す
る
こ
と
が

原
則
で
す
。
飼
い
主
の
身
勝
手
で
動
物
を

捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
最
期
ま
で
責
任

を
持
っ
て
飼
え
る
か
ど
う
か
、
飼
う
前
に

習
性
な
ど
を
調
べ
、
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、

絶
対
に
捨
て
ず
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
し

て
く
だ
さ
い
。

鑑
札
や
名
札
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

迷
子
に
な
り
飼
い
主
の
も
と
に
戻
る
こ

と
が
で
き
な
い
動
物
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
動
物
に
は
飼
い
主
の
氏
名
、
電
話
番

号
な
ど
の
連
絡
先
を
記
し
た
首
輪
や
名
札
、

マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
な
ど
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
。

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
生
涯
１
回
の
犬

の
登
録
、
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
、

首
輪
に
鑑
札
と
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を

つ
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
発

生
し
て
い
る
感
染
症
で
、
特
に
ア
ジ
ア
で

は
、
ほ
と
ん
ど
が
犬
に
か
ま
れ
る
こ
と
に

よ
っ
て
人
が
感
染
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

国
内
で
の
感
染
例
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海

外
か
ら
の
進
入
に
備
え
、
日
ご
ろ
か
ら
予

防
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

ふ
ん
尿
は
適
切
に
処
理
し
て
い
ま
す
か
。

犬
は
放
し
飼
い
に
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

犬
の
ふ
ん
の
始
末
は
飼
い
主
の
義
務
で
す
。

散
歩
の
際
は
、
紙
や
袋
な
ど
を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
ふ
ん
尿
の
後
始
末
の
不
徹
底
は

感
染
症
な
ど
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
を
散
歩
さ
せ
る
際
は
必
ず
リ
ー

ド
を
つ
け
て
、
制
御
で
き
る
人
が
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
身
勝
手
な
放
し
飼
い
は
県
条

例
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

動
物
愛
護
週
間
は
、
み
な
さ
ん
に
動
物
の
愛
護
と
正
し
い
飼
い
方
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。　
　
　

Y
環
境
保
護
課　

☎
33
１
４
８
１

９
月
20
日（
月
）
〜
26
日（
日
）

「
動
物
愛
護
週
間
」

飼
い
猫
が
他
人
の
敷
地
を
汚
さ
な
い
よ
う

管
理
で
き
て
い
ま
す
か
。

　

室
外
で
猫
を
放
し
飼
い
に
す
る
こ
と
は
、

近
隣
に
迷
惑
を
か
け
た
り
、
交
通
事
故
に

あ
っ
た
り
、
感
染
症
に
か
か
る
機
会
が
多

く
な
る
た
め
、
室
内
で
飼
う
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。

野
良
猫
に
え
さ
だ
け
を
与
え
る
こ
と
は

や
め
て
く
だ
さ
い
。

　

え
さ
だ
け
を
与
え
る
の
は
、
不
幸
な
生

命
を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

え
さ
を
あ
げ
る
場
合
は
、
繁
殖
や
ふ
ん

尿
の
始
末
に
も
責
任
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

Y
経
営
管
理
課　

☎
34
３
１
７
５

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
３
６
０
３
）

市
立
病
院
職
員

採
用
試
験

　

平
成
23
年
４
月
採
用
の
職
員
を
採
用
す

る
た
め
、
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

❶
臨
床
検
査
技
師

１
次
試
験
日

10
月
３
日（
日
）

受
験
資
格

当
該
資
格
が
あ
る
昭
和
57
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
の
か
た

採
用
予
定
人
数　

２
〜
３
人

選
考　

専
門
試
験
、
小
論
文

◆
１
次
試
験
合
格
者
に
対
し
て
、
２
次

試
験
（
面
接
）
を
行
い
ま
す
。

❷
助
産
師
・
看
護
師

試
験
日

10
月
３
日（
日
）

受
験
資
格

当
該
資
格
が
あ
る
、
ま
た
は
平
成
23
年

３
月
に
取
得
見
込
み
の
か
た

採
用
予
定
人
数

50
人
程
度

選
考　

小
論
文
、
面
接

申
込　

❶
❷
と
も
９
月
24
日（
金
）ま
で

（
必
着
）に
、
指
定
の
申
込
書
類
に
、

有
資
格
者
は
免
許
証
の
写
し
を
添

え
て
、
直
接
ま
た
は
郵
送
で
。

〒
２
５
０-

８
５
５
８

市
立
病
院
経
営
管
理
課

※
臨
時
の
臨
床
検
査
技
師
・
助
産
師
・
看

護
師
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
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陽
の
光
を
受
け
て
明
る
く
映
え
る
障
子
に
、

部
屋
の
中
か
ら
外
へ
出
よ
う
と
す
る
ア
ブ
が
、

バ
タ
バ
タ
と
体
当
た
り
す
る
、
そ
ん
な
何
気
な

い
光
景
を
詠
ん
だ
歌
で
す
。

　

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ア
ブ
だ
け
で
は
な
く
、

ハ
エ
や
カ
、
部

屋
に
迷
い
こ
ん

だ
チ
ョ
ウ
や
ト

ン
ボ
な
ど
が
、

同
じ
よ
う
に
し

て
い
る
よ
う

す
を
見
か
け
る

こ
と
も
多
い
で

し
ょ
う
。

　

ど
こ
か
に
留

ま
っ
て
み
た
り
、
少
し
下
が
っ
て
周
囲
を
よ
く

見
回
し
な
が
ら
じ
っ
く
り
と
考
え
て
み
れ
ば
、

外
に
出
ら
れ
る
道
も
あ
る
の
に
、
明
る
い
障
子

に
気
を
と
ら
れ
て
、
そ
れ
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　
「
報ほ

う

徳と
く

」
研
究
で
知
ら
れ
る
佐
々
井
信
太
郎

氏
は
、
こ
の
歌
に
「
迷
い
の
歌
」
と
い
う
題
を

つ
け
ま
し
た
。
外
へ
出
る
方
法
が
見
つ
け
ら
れ

な
い
ア
ブ
が
、
道
に
迷
い
、
た
だ
た
だ
時
間
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
無
駄
に
使
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

尊
徳
も
、
桜

さ
く
ら

町ま
ち

領り
ょ
う（

栃
木
県
真も

岡お
か

市
）
の
復

興
事
業
中
、
豊と

よ

田だ

正し
ょ
う

作さ
く

ら
の
反
対
や
妨
害
に

あ
っ
て
、
こ
の
ア
ブ
の
よ
う
に
進
む
べ
き
道
に

迷
い
ま
し
た
。

　

け
れ
ど
も
尊
徳
は
、

成
田
山
新し

ん

勝し
ょ
う

寺じ

（
千

葉
県
成
田
市
）
で
、

厳
し
い
断だ

ん

食じ
き

修し
ゅ

行ぎ
ょ
うに

励
ん
だ
結
果
、「
一い

ち

円え
ん

観か
ん

」を
悟
り
、以
後
、

事
業
を
順
調
に
進
め

る
こ
と
が
で
き
た
と

い
い
ま
す
。

　

現
代
の
私
た
ち
も
、
つ
い
つ
い
目
先
の
こ
と

に
と
ら
わ
れ
た
り
、
欲
に
目
が
く
ら
ん
だ
り
し

て
、
正
し
い
判
断
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
り
ふ
れ
た
ア
ブ
の
生
態

に
な
ぞ
ら
え
て
、
尊
徳
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
戒
め
て
い
る
の
で
す
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長
代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈「
至
誠
」̶

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
物
事
を
考
え
る
〉

文ぶ
ん

々ぶ
ん

と　

障
し
ょ
う

子じ

に
あ
ぶ
の　

と
ぶ
見み

れ
ば

明あ
か

る
き
方か

た

へ　

迷ま
よ

ふ
な
り
け
り

尊
徳
道道ど

う
ど
う
ど
う
ど
う

歌歌か

の
こ
こ
ろ
⑨　

…
小
さ
な
ア
ブ
が
教
え
る
教
訓

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊
徳
の
教
え
を

知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
連

載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

尊徳が「一円観」を悟ったという
断食修行の姿

（尊徳記念館展示室模型）

「情報公開制度」と
「個人情報保護制度」の運用状況の運用状況

情
報
公
開
制
度
の
運
用
状
況

　

情
報
公
開
制
度
に
よ
り
公
文
書
の
公
開
請
求
を

行
っ
た
か
た
は
３
５
５
人
、
請
求
件
数
は
６
１
０
件

で
し
た
。【
表
１
参
照
】

個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

　

市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
開
示
請
求
を

行
っ
た
か
た
は
40
人
、
請
求
件
数
は
41
件
で
し
た
。

　

ま
た
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
内
容
の

訂
正
を
求
め
る
請
求
や
、
そ
の
取
り
扱
い
の
利
用
停

止
を
求
め
る
申
し
出
は
、
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。【
表

２
参
照
】

　

ま
た
、
財
団
法
人
小
田
原
市
公
益
事
業
協
会
、
財

団
法
人
小
田
原
市
学
校
建
設
公
社
、
財
団
法
人
小
田

原
市
体
育
協
会
、
株
式
会
社
小
田
原
水
道
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
４
団
体
が
、
情
報
公
開
、
個
人
情
報
保

護
制
度
の
指
定
団
体
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い

ず
れ
の
団
体
に
も
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

市民の皆さんの請求に応じて、市の公文書を
公開する情報公開制度と、市が保有している
個人情報をご本人に開示する個人情報保護制
度。これら２つの制度の運用状況を報告します。

Y総務課　☎３３-１２８８

【表１：情報公開制度の主な請求内容】
請求内容 担当課 決定 不開示理由

建築計画概要書 建築指導課

公開

下水道法に係る特定
施設の設置事業所の
一覧表

下水道総務課

ボランティア保険の
証券の写し、仕様書 地域政策課

事業計画書及び
収支計画書 みどり公園課

都市計画法に基づく
開発行為における許
可が下りた物件を対
象とする、開発許可
申請書・設計説明書・
位置図・給排水計画
図

開発審査課 一部
公開

印影偽造
防止の
ため

【表２：個人情報保護制度の主な請求内容】
請求内容 担当課 決定 不開示理由

救急報告書 消防総務課

開示

市立病院のカルテ
経営管理課市立病院のレントゲ

ン写真

診療報酬明細書 保険課

印鑑登録証明書交付
申請書 市民窓口課

平成２１年度
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し
て
、
今
年
は
新
た
な
試
み
と
し
て
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
を
種
か
ら

育
て
よ
う
と
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　
「
土
づ
く
り
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
５
月

末
に
種
ま
き
、
そ
の
後
ポ
ッ
ト
へ
植
え
替

え
、
会
員
が
交
替
で
水
や
り
や
芽
摘
み
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
小
さ
な
種
か
ら
約
２
，

４
０
０
株
の
苗
へ
と
成
長
し
、
先
日
花
壇

に
植
え
つ
け
ま
し
た
」

　

手
間
の
か
か
る
作
業
が
多
い
で
す
が
、

メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
が
や
り
が
い
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
の
は
、
一
生
懸
命
手
入
れ

し
た
分
、
結
果
が
出
て
、
来
園
者
に
花
が

よ
く
な
っ
た
、と
言
わ
れ
る
と
嬉
し
い
か
ら
。

　

天
野
会
長
は
「
自
分
た
ち
の
活
動
だ
け

で
は
な
く
他
の
団
体
と
の
連
携
も
大
切
で

す
。
例
え
ば
私
た
ち
が
育
て
た

苗
を
、
地
域
の
商
店
街
な
ど
に

植
え
て
も
ら
え
れ
ば
、
小
田
原

の
印
象
が
も
っ
と
も
っ
と
よ
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
苗
を
他
の

団
体
に
配
付
す
る
な
ど
し
、
市

内
の
花
壇
を
充
実
さ
せ
、
緑
化

に
対
す
る
意
識
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
、

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
の
活
動

だ
け
に
留
ま
ら
ず
高
い
理
想
を

胸
に
秘
め
、
日
々
活
動
し
て
い

ま
す
。

　
「
苗
づ
く

り
は
想
像

以
上
に
大
変

な
作
業
で
し

た
」

　

太
陽
が
さ

ん
さ
ん
と
降

り
注
ぎ
、
蒸

し
ぶ
ろ
の
よ

う
な
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
ペ
チ
ュ
ニ
ア
に
笑
顔

で
水
を
あ
げ
る
天
野
会
長
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
友
の
会
は
そ
の
名

の
と
お
り
、
同
施
設
を
よ
り
市
民
の
皆
さ

ん
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う
と
平
成
11
年
か

ら
市
と
と
も
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
そ

【
連
載
】

フ
ラ
ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
友
の
会

小
さ
な
種
か
ら
、
大
き
く
育
つ

グリーンフェスタに向け、精魂を込めて手入れをする
友の会の皆さん

ふ
る
さ
と
を
よ
り
よ
い
地
域
に
し

て
い
き
た
い
と
い
う
20
〜
40
歳

ま
で
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
る（
社
）

小
田
原
青
年
会
議
所
（
以
下
青
年
会
議

所
）。
選
挙
の
際
に
有
権
者
が
一
票
の

重
み
や
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

機
会
と
な
る
公
開
討
論
会
の
開
催
や
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た
思
い
や
り
の
教

育
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り

活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
年
の
悲
願
で
あ
っ
た

全
国
大
会
は
、
い
よ
い
よ

今
月
末
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

吉
澤
理
事
長
は
、「
全
国

大
会
を
き
っ
か
け
に
し
て
、

ま
ち
を
元
気
に
し
て
い
き

た
い
。
大
会
に
合
わ
せ
て

行
う
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事

業
で
は
、
こ
の
地
域
の
魅

力
を
、
全
国
か
ら
の
お
客

様
に
存
分
に
ア
ピ
ー
ル
し
、

さ
ら
に
こ
の
地
域
に
住
む

人
た
ち
に
も
再
認
識
し
て

ほ
し
い
」
と
言
い
ま
す
。

　

青
年
会
議
所
２
０
１
０
年
度
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は
、『
覚
悟
』。「
全
国
大
会
は
、

誘
致
活
動
な
ど
に
か
か
わ
っ
た
多
く
の

先
輩
た
ち
の
思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

全
国
大
会
の
み
を
成
功
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
ま
ち
の
活
気
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
何
よ
り
大
切
」
と
、
吉
澤

理
事
長
や
会
員
の
皆
さ
ん
の

『
覚
悟
』
は
本
物
で
す
。

30
歳
の
と
き
、
友
人
の
誘

い
で
青
年
会
議
所
に
入
っ
て
か

ら
、
精
力
的
に
活
動
す
る
先

輩
達
の
姿
を
見
て
、
仲
間
と

と
も
に
力
を
合
わ
せ
る
う
ち

に
、
だ
ん
だ
ん
と
ま
ち
づ
く
り

へ
の
思
い
が
強
く
な
っ
た
そ
う

で
す
。「
今
は
自
分
が
一
番
頑

張
ら
な
け
れ
ば
」と
意
気
込

む
吉
澤
理
事
長
は
、
現
在
40

歳
。
こ
の
12
月
に
卒
業
し
ま

す
が
、
そ
の
熱
い
思
い
が
ま
た

次
代
へ
と
引
き
継
が
れ
ま
す
。

全国大会で
まちを元気に! !

社団法人小田原青年会議所
第５３代理事長

吉澤 芳之さんさん

会長の天野忠明さん

７月に開催した記念事業にて
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おいしい
ものが

盛りだく
さんの

２日間

　

い
つ
も
は
、
現
地
で
な
け
れ
ば
食
べ
ら
れ

な
い
全
国
各
地
の
ご
当
地
丼ど

ん

が
小
田
原
で
食

べ
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
好
み
の
丼
を
見
つ
け

て
く
だ
さ
い
。

〔
出
店
す
る
ご
当
地
丼
〕

●
小
田
原
ど
ん

●
仙
台
づ
け
丼ど

ん

（
宮
城
県
）

●
能
登
丼ど

ん

（
石
川
県
）

●
お
ら
が
丼ど

ん

（
千
葉
県
）

●
渥
美
半
島
ど
ん
ぶ
り
街
道
（
愛
知
県
）

●
ど
ん
ぶ
り
王
国
宇
和
島
（
愛
媛
県
）

●
日
豊
海
岸
ぶ
ん
ご
丼

ど
ん
ぶ
り街
道
（
大
分
県
）

日時：１０月２日（土）・３日（日）午前１１時～午後４時
場所：小田原城二の丸広場・銅門広場・青物町商店街周辺

ふるさと    の祭典ふるさと    の祭典ふるさと    の祭典ふるさと    の祭典
小田原でおいしいものみつけた

　「食べておいしい」丼の魅力で、各地域の名産
や特色を全国へ発信するご当地丼。ご当地グルメ
は、地産地消、地場産業育成、地域経済活性化など、
その役割と可能性が注目されています。
　「全国丼サミット」は、今年1月に石川県金沢市で
開催された「全国丼サミットいしかわ２０１０」に引
き続き、今回が2回目。地域間連携・協力の輪を
広げ、丼による地域活性化の更なる発展を図ります。

ご当地丼＆全国丼サミット

日
本
全
国
お
い
し
い
丼ど

ん
ぶ
り

大
集
合

【
全
国
丼ど

ん
ぶ
り

サ
ミ
ッ
ト
お
だ
わ
ら
２
０
１
０　

Ｄ-

７
】

おらが丼
（千葉

県）

仙台づけ丼
（宮城県）

写真はイメージです。
サミット当日に提供する丼は、サミット当日に提供する丼は、
掲載写真と異なりますので、ご掲載写真と異なりますので、ご
了承ください（当日の小田原ど了承ください（当日の小田原ど
んは漆器を使用しません）。

９
月
29
日（
水
）〜
10
月
３
日（
日
）、

全
国
各
地
の
青
年
経
済
人
が
集
う

公
益
社
団
法
人
日
本
青
年
会
議
所

全
国
会
員
大
会
が
市
内
各
所
ほ
か

で
開
か
れ
ま
す
。

（
社
）小
田
原
青
年
会
議
所
の
尽
力

に
よ
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地
か

ら
約
１
万
人
が
参
加
さ
れ
ま
す
。

大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
地
域

の
魅
力
を
存
分
に
感
じ
て
い
た
だ

く
た
め
の
事
業
や
、
子
ど
も
た
ち

の
生
き
る
力
・
郷
土
に
対
す
る
思

い
・
愛
着
を
は
ぐ
く
む
事
業
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
記
念
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。【
左
上
囲
み
参
照
】

こ
こ
で
は
、
市
民
の
か
た
に
も
お

勧
め
の
、「
ふ
る
さ
と
食
の
祭
典
〜

小
田
原
で
お
い
し
い
も
の
み
つ
け

た
〜
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Y
産
業
政
策
課　

☎
33
１
５
１
１

能登丼
（石川県）

※「全国丼サミットおだわら２０１０　Ｄ ７̶」は、宝くじの助成金を得て開催します。
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小
田
原
ど
ん
の
み
な
ら
ず
、
県
西
地
域
に

は
、
地
域
を
元
気
に
す
る
ご
当
地
グ
ル
メ
や

地
場
産
品
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
聞
い
た

こ
と
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
食
べ
た
り
触
れ

た
り
し
た
こ
と
が
な
い
か
た
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の

　平成２１年２月から順次お目見えしている
「小田原どん」。小田原の地の食材を一品以
上使用し、伝統工芸品・小田原漆器の“丼

どんぶり

”に
盛ります。各店舗のこだわりと技、小田原
自慢の食材…。遠来のお客様に小田原の
魅力を存分に堪

たん

能
のう

していただくだけでなく、
小田原に住む私たちもぜひ味わい、小田
原の技と食の恵みを再認識しませんか。

あなたはもう食べた？　小田原どん！！
（市内２０店舗で絶賛提供中）

市
で
は
、
県
西
地
域
の
魅
力
が
一
度
に
た
く

市
で
は
、
県
西
地
域
の
魅
力
が
一
度
に
た
く

さ
ん
味
わ
え
ま
す
。

●
県
西
地
域
ご
当
地
グ
ル
メ
…
か
ま
ぼ
こ

●
県
西
地
域
ご
当
地
グ
ル
メ
…
か
ま
ぼ
こ

ど
っ
く
、
湯
河
原
担
々
や
き
そ
ば
、
開
成

ど
っ
く
、
湯
河
原
担
々
や
き
そ
ば
、
開
成

町
・
郷さ

と

弁べ
ん

、
南
足
柄
ま
さ
カ
リ
ー
、
箱
根

、
南
足
柄
ま
さ
カ
リ
ー
、
箱
根

ス
イ
ー
ツ
ほ
か

●
小
田
原
お
で
ん
会
に
よ
る
「
小
田
原
お
で

●
小
田
原
お
で
ん
会
に
よ
る
「
小
田
原
お
で

ん
」
と
友
好
地
域
「
静
岡
お
で
ん
」
の
友

ん
」
と
友
好
地
域
「
静
岡
お
で
ん
」
の
友

情
出
店

●
木
製
品
販
売
・
製
作

体
験
コ
ー
ナ
ー
（
箱

根
物
産
連
合
会
）

●
小
田
原
総
合
ビ
ジ
ネ

ス
高
校
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ「G

ジ
ェ
ス
ト
ー
レ

estore

　

お
だ
わ
ら
」
の
出
店

県
西
地
域
の
ご
当
地
グ
ル
メ
を
味
わ
え
る

【
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
の
市
】

湯河原湯河原
担々やきそば担々やきそば

開成町・郷弁

★親子で学ぶ、いのちの大切さ
ベテラン助産師の鈴木せい子さんを招いた講演会、疑似体験ベテラン助産師の鈴木せい子さんを招いた講演会、疑似体験
を通じて、いのちの大切さをみんなで考えます。
【日時・場所】９月１９日a午後１時３０分～３時３０分・マロニエ午後１時３０分～３時３０分・マロニエ
【対象】小学生（４～６年）と保護者、一般　
【定員】１００組・先着順

★未来へ生きる君たちへ
❶大会記念道徳ライブ
小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町の小・中学生から募小田原市、箱根町、真鶴町、湯河原町の小・中学生から募
集した「地域の魅力」や「自分の夢・希望」をもとに、シン集した「地域の魅力」や「自分の夢・希望」をもとに、シン
ガーソングライターの大野靖之さんが作成した記念ソングガーソングライターの大野靖之さんが作成した記念ソング
の披露と道徳ライブ。
❷親力・大人力再生講座
暴走族・総長、逮捕といった実体験を生かした“体当たり
子直し”で知られる伊藤幸弘さんの講演。
❸夢育成講座
前サッカー日本代表監督　岡田武史さんの講演。

【日時・場所】１０月３日a午後１時～５時３０分・市民会館
【対象】小・中学生と保護者、一般
【定員】１，０００人・先着順

【申込】小田原青年会議所へファクスで。申し込み用紙は、小
田原青年会議所事務所や市産業政策課、各支所などの
市公共施設ほかにおいてあるチラシまたは、小田原青
年会議所のホームページからダウンロード。

【 問 】小田原青年会議所　☎２２－６３８１　5２２－８２００
ホームページ　http://www.odawara-jc.or.jp/

日本青年会議所全国会員大会
そのほかの記念事業



ま
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く
り
情
報
誌
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報
お
だ
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ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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「
後
世
に
関
東

大
震
災
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ

ば
」
と
、
片
浦

地
区
で
は
、
昭

和
50
年
ご
ろ
か

ら
、
震
災
体
験

者
に
聞
き
取
り

を
行
い
、
本
に

ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
の
震
災
へ
の
対
策

や
避
難
、
決
し
て
デ
マ
に
は
流
さ
れ
て
は

な
ら
な
い
な
ど
、
地
域
の
人
々
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

復
興
そ
し
て
、
現
在
、
未
来

　

震
災
後
、
小
田
原
町
復
興
会
が
結
成
さ

れ
、都
市
基
盤
の
修
繕
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
震
災
の
打
撃
は
大
き
く
、
当
時

は
世
界
的
不
況
下
に
あ
っ
た
た
め
、
小
田

原
の
経
済
は
低
迷
し
ま
す
。

　

約
10
年
が
経
過
し
た
こ
ろ
、
よ
う
や
く

新
し
い
町
の
体
制
も
整
い
、
賑
わ
い
を
取

り
戻
し
、
市
制
施
行
へ
の
気

運
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

今
、
小
田
原
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
の
は
、
災
害
を
乗

り
越
え
た
人
々
の
力
が
あ
っ

て
こ
そ
。

　

あ
の
未み

曾ぞ

有う

の
大
災
害
か

ら
87
年
が
経
過
し
た
今
、
過

去
に
起
き
た
災
害
を
教
訓
に
、

『
災
害
に
強
い
ま
ち
小
田
原
』

づ
く
り
を
着
々
と
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

２
，１
２
６
戸
が
火
災
で
消
失
と
い
う
大

惨
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

警
察
は
そ
の
よ
う
す
を
、『
大
波
に
漂

う
廃
船
の
ご
と
く
生
物
の
全
部
が
恐
怖
と

戦せ
ん

慄り
つ

に
満
ち
、
阿あ

鼻び

叫き
ょ
う

喚か
ん

は
随
所
に
湧わ

き

起
り
猛
火
は
烈
風
に
煽あ

お

ら
れ
…
』
と
記
し

て
い
ま
す
。『
関
東
大
震
災
』
の
す
さ
ま
じ

さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

記
憶
を
記
録
へ

片
浦
村
の
人
々
の
思
い

　

特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
片
浦
村
の
根

府
川
地
区
で
は
、
大
き
な
地
す
べ
り
が
起

こ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
倒
壊
し
、
土

砂
に
埋
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う

ど
そ
の
と
き
、
根
府
川
駅
に
入
っ
て
き
た

小
田
原
発
真
鶴
行
き
の
列
車
は
、
根
府
川

駅
も
ろ
と
も
海
中
に
転
落
。
当
時
の
駅
舎

は
今
も
相
模
湾
の
底
に
眠
っ
て
い
ま
す
。

　

年
月
が
経
過
す
る
と
と
も
に
当
時
の
体

験
や
復
旧
の
よ
う
す
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
人
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

表紙の言葉表紙の言葉

校庭の真ん中に立つケヤキの大木。校庭の真ん中に立つケヤキの大木。
昭和４０年ごろまでは、大きな松の木も１０本ほどありました。昭和４０年ごろまでは、大きな松の木も１０本ほどありました。
運動の邪魔になることもある大ケヤキですが、さわやかな木陰で運動の邪魔になることもある大ケヤキですが、さわやかな木陰で
元気に遊ぶ子どもたちの胸に、思い出の場所として焼きつくことでしょう。元気に遊ぶ子どもたちの胸に、思い出の場所として焼きつくことでしょう。

小田原ふるさとの原風景百選　Ｎｏ.７１

フラッシュバック 
原風景「千代小学校と大ケヤキ」「千代小学校と大ケヤキ」

災害復興と新しい小田原

市制施行から７０年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かしい面影など、
小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

小田原

第６回

１
９
２
３
年
９
月
１
日

午
前
11
時
58
分

　

相
模
湾
西
部
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
９
の
大
地
震
、『
関
東
大
震

災
』
が
小
田
原

を
襲
い
ま
し
た
。

　

記
録
に
よ
る

と
当
時
の
小
田

原
町
で
は
人
口

２
６
，６
６
８

人
の
う
ち
、
２
，

２
８
８
人
が
死

傷
、５
，１
５
５

世
帯
の
う
ち
、

２
，４
４
６
戸

が
全
半
壊
し
、

あの日あのとき

１９６５年の千代小学校１９６５年の千代小学校

倒壊した小田原駅とちん里う本店倒壊した小田原駅とちん里う本店

幸町（現在の本町４丁目）のようす幸町（現在の本町４丁目）のようす

橋脚から落ちた石橋鉄橋橋脚から落ちた石橋鉄橋

根府川鉄橋南側トンネルで根府川鉄橋南側トンネルで
埋没した機関車埋没した機関車

片浦地区の皆さんの思いが詰まった
震災の記録
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